
令和４年中 令和３年中 増（△）減
166 173 △ 7
673 1,428 △ 755

全 　焼 4 7 △ 3
半 　焼 3 3 0
部分焼 15 12 3
ぼ　 や 81 88 △ 7

15 19 △ 4
2 1 1

46 43 3
2 6(2) △4(△2)

40 22 18
1,145 1,126 19

921 929 △ 8
件　数 128 95 33
人　員 117 74 43

234 236 △ 2

272 303 △ 31

34,141 27,484 6,657

28,030 23,699 4,331
 ※　1　（　）内は自損です。

　　　2 令和４年中の数値は、令和５年1月１日現在の速報値です。

　　　3　△は、前年比減数を示します。

山岳件数

1,6625,6977,359

   山　岳
救助

　 死　者　　※１

  火災総件数
　焼損床面積（㎡）

令和4年中（2022年中）の災害救急状況
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火災

建　物

令和5年１月１日現在

　 車　両
　 林　野　

   市内の救急出場件数

   市内の救急搬送人員

　 傷　者

   人　員

   その他

　 件　数

   危険排除件数

   緊急確認件数

   救急支援活動

   （PA連携）件数

急病

18835人
(67%)

一般負傷

5111人
(18%)

交通事故

1580人
(6%)

その他

2504人
(9%)

救急出場の種別

軽症

11950人
(50%)

中等症

9813人
(41%)

重症

1397人
(6%)

重篤

535人
(2%)

死亡

239人
(1%)

救急搬送人員の程度別

10歳未満

1280人
(4.6%)

10代

1281人
(4.6%)

20代

2186人
(7.8%)

30代

1410人
(5.0%)

40代

1834人
(6.5%)

50代

2666人
(9.5%)60代

2573人
(9.2%)

70代

5353人
(19.1%)

80代

6713人
(23.9%)

90代

2450人
(8.7%)

100歳以上

284人
(1.0%)

電気設備関係

53件（36%）

放火（疑い含む）

33件（22%）

ガステーブル等

13件（9%）

たばこ

18件（12%）

エアゾール

8件（5%）

その他

23件（16%）

出火原因別

火災総件

１６６件
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過去５年の山岳救助状況
出場件数（件） 救助人員（人）

市内

救急搬送人員

２８０３０名

市内

救急搬送人員

２８０３０名

市内出場件数

34141件

救急搬送人員の年代別

AC

36

AC

30

※ ACとは、山岳用小型救急車を示しま

搬送人員（人）

A

C

AC

43

AC

51

AC出場件数

A

C

資料5

建物火災

103件

（62%）

その他火災

46件

（28%）

車両火災

15件

（9%）

林野火災

2件

（0.6％）

火災種別

火災総件数

１６６件

全焼

4件

（4%）

半焼

3件

（3%）

部分焼

15件

（14%）

ぼや

81件

（79%）

建物火災程度別

建物火災件数

103件

148
159

147

173 166

852

1,079

1,597

1,428

673
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過去５年の火災状況

火災件数（件）

A

C

AC

28

AC

50

AC

32


